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殺虫試験方法は上部に酢チ矧 l･賊 を和する祇筏 22









弼 験 結 果 :
前記試験方班によl)得られた奇形朗 報のpyrethrins
波姥と紋出挙との関係を Abbottの式により補正を加
へで く無地理即 聞 虫数400取 掛 ヒ虫数6匹,生存
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Table3･Si･mPle;CinnamidcnacctophQnOn,PiperO1-.1plperOnylate.I
Pipcronylbenzoate,
Insect; ダイ コ -Jサル-ムシ (PhよedonbrassicnBALY)
Cinnamidenactophenon H PiperonylpPerOnylatc PiperorlylbcnEOate
二二∴ _-:I-二 二sa,oP;Jonfi芸ade,fs-～mopro;laiIyLfpyrc;hrins闇
Ⅰ. PI So
Table2及び 3の実験結果の正確な比較を容易な を施してその同情方程式 Y=a+b(Ⅹ-Ⅹ)及びそれ
らしめる矧 こBliss6)に依って説かれた Probit畢位 に附偲する 2･3ぬ数伯を求めるとTable4の棒で
に依る殖藍致死率曲線 (D-M 曲線)一次変換の操作 ある｡
Table4.Summaryofdataofexperimentsfol･Varioussynergists･
173
























































































































▲ 采 1 防
B即 の棒由 :BHCは合成戯華として我閥では





⊥60,0/撒 据わ BHCを造ったO勿論 Liuda'3eくフ㌧休
合蕊fJ臼プbJ臥Il.)の如き i･体合致の高 い製 品樺掛 ､
がそれ程 γ体を純粋にしなくても,この.1ヨ的 には充
分であり慣梅等の戊から云つでも凝気さへ戯 ければ
㈹'ob爾後で充分である占 こq渦 動こ粕興した BHC
lTi-?
